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誰もが活躍できるように
埼玉・山﨑　花凜
　「学校になんか，行きたくない！」
　私は，母に対して泣きながら声を荒げました。五年生のときのことです。これという一つのきっかけがあったわけではなくて，上手くいかない友達との関係や，勉強のことなどが重なった結果でした。ひどく当たってしまったのにも関わらず，母は私の気持ちを理解してくれました。

　人間関係や，学校，職場のことなどで悩むのは，誰にでもあることだと思います。そんなときは，家族や友達など身近な人が悩みを受けとめてあげることで，立ち直り，悩みを成長に生かすことができると思います。でも，もしも，誰も自分の気持ちに気づいてくれない独りの環境だったら…私だったら，更に悩みは増え，ストレスも積もり，最終的には感情が爆発して犯罪を犯してしまうかもしれません。
　つまり，私たちの日常には，「犯罪を犯す原因」になるものがたくさんあるということです。ならば，どうすれば犯罪を無くすことができるでしょうか。誰にでも優しくする？大きな声であいさつをする？どれも，大事なことですが，私は地域でのコミュニケーションが大切だと考えました。それは，自分の気分の気持ちを話せて，分かってくれる相手が一人一人にいれば，悩みを一人で抱えることがなく，悩みを溜め込んだことが原因で犯罪に及ぶ人が減ると考えたからです。そして，犯罪を犯してしまった人が更生するには，その人の心情を周囲の人が分かってあげることが社会復帰の道につながると思います。

　でも，今の社会は犯罪を犯してしまった人の気持ちを分かろうとする努力をせず，むしろ，その人の全てを否定し，責めすぎている…そんな気がします。もちろん，犯罪は，誰も幸せにならないもので，犯罪をするということは，許されることではありません。

　ですが，自分の犯した罪の意識に悩まされながらも，更生しようと頑張っている人は必ずいて，そんな人たちが，やっと社会復帰を果たすことができても，周囲の人から「犯罪者」というレッテルをはられ，至るところで差別を受け，最終的には社会の中で自分の居場所を失い，またもや，犯罪に手を出してしまう…，そんな話を聞きました。
　人は必ず人生の中で一回は，どこかでまちがいます。逆にいうと，まちがわない人などいません。そんな中で，「犯罪」というまちがいを犯してしまった人のことを，必要以上に責める意味とは何でしょうか。同じ社会で共に生きる私たちだからこそ，分かってあげられることもあるのではないでしょうか。私の考える明るい社会，「誰もが活躍できる社会」を実現していくためには，これからの社会を作っていく一人一人が自分なりに考えてみるところから，始まります。
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